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と
こ
ろ
が
、
中
曽
根
内
閣
は
、
日
米
安
保
条
約
の
も
と
で
、
日
本
を
ア
メ
リ
カ
の
対
ソ
核
戦
略
の
基
地
と
し
て

強
化
し
、
ア
メ
リ
カ
の
核
戦
略
に
日
本
を
巻
き
込
む
道
を
突
き
進
ん
で
い
る
。
昨
年
、
国
際
的
に
も
核
積
載
が
明

白
に
な
つ
て
い
る
米
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
寄
港
や
原
子
力
潜
水
艦
の
過
去
最
高
の
年
間
四
十
一
回
に
わ
た

る
寄
港
の
容
認
は
、
多
く
の
国
民
に
、
日
本
へ
の
核
持
ち
込
み
の
危
険
と
核
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
不
安
を
与
え

て
い
る
。 

今
日
、
核
戦
争
阻
止
、
核
兵
器
廃
絶
問
題
は
、
我
が
国
政
治
に
と
つ
て
も
、
ま
た
国
際
政
治
の
上
で
も
緊
急
か

つ
重
大
な
問
題
と
な
つ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
日
本
が
、
そ
の
た
め
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

発
揮
す
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
中
曽
根
内
閣
と
歴
代
自
民
党
政
府
は
、
こ
う
し
た
核
持
ち
込
み
の
国
民
の
疑
惑
に
こ
た
え
る
ど
こ
ろ
か
、
日
米 

核
持
ち
込
み
の
日
米
密
約
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

安
保
条
約
に
基
づ
く
事
前
協
議
が
あ
り
、
し
か
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
事
前
協
議
の
申
出
が
な
い
以
上
、
核
兵
器
の
持

ち
込
み
は
な
い
と
繰
り
返
し
言
い
続
け
て
き
た
。 

し
か
し
今
回
、
日
本
共
産
党
が
入
手
し
た
米
政
府
の
解
禁
秘
密
文
書
か
ら
、
政
府
の
こ
う
し
た
態
度
は
全
く
の

欺
瞞
で
あ
つ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
。
こ
の
文
書
は
、
一
九
七
七
年
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
よ
つ
て
解
禁
さ
れ

た
米
外
交
文
書
で
、
一
九
六
六
年
二
月
二
十
四
日
、
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
ク
国
務
長
官
（
当
時
）
か
ら
在
日
ア
メ
リ
カ

大
使
館
あ
て
に
打
電
さ
れ
た
訓
令
電
報
で
あ
る
。 

こ
の
な
か
で
は

、
「
一
九
六
〇
年
の
安
全
保
障
条
約
に
も
と
つ
い
た
核
兵
器
持
ち
込
み
に
か
ん
す
る
米
国
と
の

秘
密
取
り
決
め
」
な
ど
の
表
現
で
、
日
本
政
府
が
こ
れ
ま
で
否
定
し
続
け
て
き
た
日
本
へ
の
核
持
ち
込
み
の
秘
密

取
り
決
め
が
あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
同
訓
令
電
報
は
、
ア
メ
リ
カ
の
核
積
載
艦
船
、
核
積
載

航
空
機
の
寄
港
や
通
過
（
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
を
「
曖
昧
」
に
、
す
な
わ
ち
灰
色
の
形
式
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、
日
米

間
の
既
定
の
関
係
と
な
つ
て
い
る
こ
と
、
同
時
に
、
有
事
の
際
の
核
兵
器
の
持
ち
込
み
（
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
） 
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に
関
し
て
も
、
密
約
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

一 

今
回
の
ア
メ
リ
カ
の
公
式
文
書
は
、
核
持
ち
込
み
に
つ
い
て
日
米
間
に
秘
密
取
り
決
め
が
存
在
す
る
こ
と
を

二
カ
所
に
わ
た
つ
て
明
確
に
述
べ
て
い
る
。 

歴
代
自
民
党
政
府
は
い
ま
ま
で
、
核
兵
器
持
ち
込
み
に
関
す
る
取
り
決
め
は
、
日

米

安

保

条

約

に
基
づ
く

岸
・
ハ
ー
タ
ー
交
換
公
文
（「
事
前
協
議
」
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
）
と
、
核
持
ち
込
み
の
事
前
協
議
の
実
施
に
関

す
る
解
釈
を
示
し
た
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
口
頭
了
解
以
外
に
、
秘
密
協
定
は
「
口
頭
に
し
ろ
、
文
書
に
し
ろ

一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
（
木
村
外
務
大
臣
、
七
四
年
十
月
十
四
日
）
と
繰
り
返
し
答
弁
し
て
き
た
。 

し
か
し
、
今
回
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
公
式
文
書
は
、
一
九
六
六
年
の
も
の
で
、
一
九
六
〇
年
の
現
行
日
米
安

保
条
約
調
印
と
と
も
に
公
表
さ
れ
た
岸
・
ハ
ー
タ
ー
交
換
公
文
及
び
一
九
六
四
年
の
段
階
で
全
容
が
明
ら
か
と

な
つ
て
い
た
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
口
頭
了
解
以
外
に
秘
密
取
り
決
め
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

以
下
質
問
す
る
。 
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二 

今
回
の
文
書
が
言
及
し
て
い
る
秘
密
取
り
決
め
の
内
容
も
重
大
で
あ
る
。 

こ
の
秘
密
取
り
決
め
を
い
ま
ま
で
隠
し
続
け
て
き
た
政
府
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
。 

中
曽
根
内
閣
と
歴
代
自
民
党
政
府
は
、
核
積
載
艦
船
な
ど
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
（
一
時
通
過
・
一
時
持
ち
込
み
）

は
、
一
九
六
〇
年
の
日
米
安
保
条
約
当
時
か
ら
、
核
兵
器
持
ち
込
み
（
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
に
含
ま
れ
て

お
り
、
事
前
協
議
の
対
象
で
あ
る
と
繰
り
返
し
答
弁
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
政
府
の
見
解
の
破
綻
は
明
白
で
あ

る
。 

１ 

今
回
の
文
書
は
、
文
脈
上
か
ら
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
（
一
時
通
過
・
一
時
持
ち
込
み
）
を
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
（
陸
揚
げ
・
陸
上
へ
の
配
備
）
か
ら
区
別
す
る
だ
け
で
な
く
、「
日
本
の
港
湾
の
中
の
米
国
の
艦
船
と
通
過 

今
回
の
文
書
は
、
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
口
頭
了
解
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
陸
揚

げ
・
陸
上
へ
の
配
備
）
と
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
（
一
時
通
過
・
一
時
持
ち
込
み
）
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
。 

政
府
は
、
こ
の
秘
密
取
り
決
め
を
直
ち
に
公
表
す
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。 
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２ 

今
回
の
文
書
は
ま
た
、「
秘
密
の
一
九
六
〇
年
合
意
が
日
本
へ
の
核
兵
器
の
持
ち
込
み
（
イ

ン

ト

ロ

ダ

ク

シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て
日
本
政
府
の
合
意
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
の
権
利
を
認
め
て
い
る
」
と
し
、
「
日
本
政
府
が

有
事
の
さ
い
に
核
兵
器
持
ち
込
み
（
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
に
同
意
す
る
可
能
性
は
、
も
つ
と
小
さ
い
も
の

と
な
ろ
う
」
と
述
べ
、
有
事
に
お
け
る
日
本
へ
の
核
兵
器
の
持
ち
込
み
（
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て

も
、
密
約
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。 

（
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
中
の
米
国
の
航
空
機
に
積
載
さ
れ
た
核
兵
器
の
存
在
に
か
ん
し
て
、
日
本
政
府
が
受
け
入

れ
て
き
た
曖
昧
さ
は
、
も
は
や
受
け
入
れ
ら
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
明
記
し
、
「
曖
昧
さ
」
、
す
な

わ
ち
核
積
載
艦
船
や
核
積
載
航
空
機
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
（
一
時
通
過
・
一
時
持
ち
込
み
）
を
灰
色
の
形
で
受
け

入
れ
る
こ
と
が
、
日
米
間
の
既
定
の
関
係
に
な
つ
て
お
り
、
こ
れ
が
実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

日
米
間
に
、
核
積
載
艦
船
、
核
兵
器
積
載
航
空
機
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
（
一
時
通
過
・
一
時
持
ち
込
み
）
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
決
め
が
あ
る
の
か
、
明
確
に
さ
れ
た
い
。 
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八 

こ
れ
が
、
事
前
協
議
と
は
別
に
、
有
事
核
持
ち
込
み
に
当
た
つ
て
の
日
本
政
府
の
同
意
の
「
義
務
」
を
密
約

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
。 

既
に
公
開
さ
れ
た
事
前
協
議
の
取
り
決
め
以
外
、
い
か
な
る
秘
密
の
取
り
決
め
が
あ
る
の
か
、
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


